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２学期を振り返り、３学期に生かそう！ 

学級委員長 Ａ Ｙ 

学年集会より 

１年生の良いところは、積極性があるところです。また、朝読書や当番活動に積極的に取り組める

ところです。 

改善すべきところは、授業準備ができていないところです。授業開始の挨拶が終わると、教科書や 

ファイルを取りに行く人がいます。必ず、１０分休みの時に授業の準備をしましょう。また、授業中

に私語があり、授業に集中できていないところです。休み時間に落ち着きがないところです。 

    休み時間に落ち着きがないというのは、一学期の振り返りでも改善点として挙げられていました・

一度で解決できないことは、同じようにやっても解決できないと私は考えています。そのため、生徒

総会でも確認された「休み時間のルール」をしっかり守るということを全員が意識しなければなり

ません。学級委員も改善していけるように工夫しています。学年全体のことなので、みんなで改善し

ていけるように頑張りましょう。 

   授業準備について 

授業が始まるギリギリの時間や授業が始まってから準備をしている人がいます。 

授業に必要なものを貸し借りしていることがあります。物の貸し借りは学校のルールでも禁止になっ

ています。返し忘れたり、借りたものを雑に使って壊したりの被害も聞いています。 

次の日の持ち物は、忘れないぞうに記入し、前日までに用意し、忘れ物がないようにしましょう。 

 

３学期の反省には、同じことが繰り返されないように一人一人が自分のこととして考え、生活を見つ

め直していきましょう。 

スキー教室でも、忘れ物がないようにしっかり準備し、自分の持ち物は自分で管理できるように日頃

の生活の中で練習しておきましょう。 

「生きる」谷川俊太郎さんの詩です。（裏面に掲載）この詩を読むと、命のつながりや自然との響き合い、人類

のたどってきた歴史…家族のこと、友達のこと、辛かったこと、悲しみ、うれしかったことの思い出、いろいろ

なことが心をよぎります。そして、命は愛おしく、誰にとってもかけがえのないもだという思いに包まれます。 

新しい年を迎え、中学１年生最後の学期のスタートです。進級に向け、自分を見つめる目をもち、欠点も過ち

も認めて乗り越えていくことが、自分の人格を育てていくことにつながります。 

皆さんは、自分の進路に向けてこれから真剣に考える日がいずれやってきます。３年生は今、必死に頑張って

いるところです。その努力が谷川さんの詩のような「生きる」につながっていってほしいと思います。 

3学期の1日1日を大切に過ごしていきましょう。 

 

 

 



 

 


